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新型コロナウイルス感染症に関する学校や児童生徒のお休みについて 

                                                               福津市教育委員会 

体調が悪いとき                                     

発熱等の風邪の症状がある場合は、無理をせず、自宅で安静にしてください。 

 〇発熱等の風邪症状が治まるまでは出席停止となります。 

 〇発熱等の風邪症状がみられるときは、かかりつけ医や相談ダイヤル等に相談してください。 

 

出席停止について                                    

新型コロナウイルスに感染しているかどうかを確認するために検査（PCR 検査、抗原検査）を受けるときは、登校で

きません。その場合は、欠席ではなく出席停止となります。(※登校できる場合もあります) 

児童生徒（本人）が感染したときの出席停止の期間などについては、保健所の指示に従ってください。 

★児童生徒本人、同居の家族が検査を受けることになった場合は、必ず学校に連絡をしてください。 

 

場合 受ける人  登 

校 

出席停止期間等 
本

人 

家

族 

①発熱等の風邪の症状があ

り、検査をする場合 

●  × 検査を受けることとなった時から、検査結果が判明するまで 

 ● × 

②濃厚接触者と判断されて 

検査をする場合 

●  × 感染した人と最後に接触をした日の翌日から保健所が指示した日まで 

※陰性が判明した場合でも、出席停止となります。 

 ● × 検査を受けることになった時から、検査結果（陰性）が判明するまで  

③学校や習い事、勤務先など

で感染者が確認され、保健

所の指示により検査をする

場合 

●  × 感染した人と最後に接触をした日の翌日から保健所が指示した日まで 

※陰性が判明した場合でも、出席停止となります。 

 ● × 検査を受けることとなった時から、検査結果が判明するまで 

④学校や習い事、勤務先など

で感染者が確認され、自分

や勤務先などの判断で検

査をする場合 

●  × 検査を受けることとなった時から、検査結果が判明するまで 

 ● 〇 登校できます。 

⑤勤務先や自分の判断で検

査する場合 

● ● 〇 登校できます。 

⑥COCOA の通知を受けて、

検査をする場合 

●  × 検査を受けることとなった時から、検査結果が判明するまで 

 ● × 

⑦入院するために検査をする

場合 

● ● 〇 登校できます。 

 

 



新型コロナワクチンの接種に伴う出欠等の取扱いについて                    

 

場合 受ける人 登 

校 

出席停止期間等 

本

人 

家

族 

⑧新型コロナウイルスワクチ

ンを接種する場合 

● ― 〇 登校できます。 

※接種のための休みは、出席停止となります。 

※授業を受けて接種に行く場合等は、出席となります。 

(早退にはなりません。) 

※接種当日の登校は控えてください。 

⑨ワクチン接種後、発熱した

場合 

発 熱 等

した人 
登 

校 
出席停止期間等 

本

人 

家

族 

●  × 発熱は副反応だけが原因ではない可能性があるため、接種した医療機

関等へ相談してください。 出席停止となります。 

 ● 〇 明らかに接種後の副反応の場合は、登校できます。 

× 副反応かどうか不明な場合は、登校を控えてください。その場合、 

出席停止となります。 

  ※副反応は、接種部位の腫れや痛み等（局所反応）と発熱や頭痛等（全身反応）があります。 

  全身反応は、接種翌日がピークで、4～5 日目以降では副反応である可能性はとても低くなります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

       

                                  

                                 

 

   

ワクチンの接種は、強制ではありません。 

感染症予防の効果と副反応のリスクを理解したうえで、本人と保護者の同意で受けるか

を決められます。 

身体的な理由や様々な理由によってワクチンを接種することができない人や接種を望ま

ない人もいます。 

接種を受けるまたは受けないことによって、人を傷つけたり傷つけられたりすることが 

ないようにしましょう。 

 

ワクチンを接種後もマスクの着用、手洗いの徹底、3 密（密集、密接、密閉）をさける 

などこれまでと同様に感染症予防に努めましょう。 

 


